
第59回運営推進会議

グループホームつながり



令和 5年 9月

前回推進会議時 現在状況

要支援 2 0 0

要介護 1 4 4

要介護 2 5 5

要介護 3 2 4

要介護 4 6 5

要介護 5 1 0

申請中 0 0

合計 18 18

男性 7名

R5.9.28



バイタル測定

創作活動

入浴

ラジオ体操

口腔体操

散歩

洗濯物干し

洗濯物たたみ

調理補助

居室・フロア清掃

病院往診・受診

カラオケ

訪問歯科

食器拭き

訪問リハビリ

敬老会

喫茶の日



8月 ホーム内で初のコロナ感染！

• 入居者様1名が発熱 ⇒ 抗原検査の結果 コロナ陽性と判明

• 職員全員抗原検査 ⇒ 全員コロナ陰性

• コロナ感染された入居者様は居室にて隔離しガウン着用にて対応

• 職員・別入居者様へ感染が拡大（2Fフロアー）

• 感染者は居室対応しつつ、他入居者様も極力居室でお過ごしいただ
く。

• 入居者様４名・職員４名がコロナ感染となるが大事に至らず、1Fフロ
アーへの感染拡大もなく終息。

• 今後も予防を徹底し再発防止に努める。



ストレスってなに？

• ストレスと聞くと、嫌な事や辛い事を連想してしまいますが、実は嬉しい事・楽しい事もストレスの原因になります。

環境的要因

身体的要因

心理的要因

社会的要因

天候や騒音

病気や怪我・睡眠不足

不安や悩み

人間関係
仕事がうまくいかない

日常の中で起こる様々な変化 ＝ 刺激がストレスの原因。

進学や就職、結婚、出産といった喜ばしい出来事も変化ですからストレスの原因となるのです。

9月の職員研修 メンタルヘルス



ストレスと生産性

ストレスが無い
状態では生産性
が低い。

適度なストレスを
与えると生産性が
向上する。

程よい緊張感
が集中力を高
める。

ストレス過多になる
と、エネルギーを消
耗し生産性が落ち
る。

ストレス過多が続くと・・・

👇

メンタル不調へ



割合 虐待が起きた要因

56％ 教育・知識・介護技術等による問題

23％ 職員のストレスや感情コントロール

22％ 組織風土や職員間の関係の悪さ、管理体制など

2022.12.23

介護施設職員などが高齢者虐待
昨年度７３９件 過去最多



高齢者施設におけるストレスが原因の虐待



事 例

考えてみよう！！

ストレスが要因で起こってしまった虐待

グループホームに勤務する介護職員Bは真面目な性格で日々の仕事もしっかりおこなえていました。

利用者とのコミュニケーションは上手く取れているのですが、職員と良い関係を

作ることが苦手で距離をおかれていました。

日々の仕事の悩みを相談できる職員はなく、自分なりに解決していました。

プライベートでは親の介護をしていました。



職員Ｂは、アルツハイマー型認知症のＡさんを担当しています。
Ａさんは、排泄介助の際に拒否が強く、汚れた下着の交換もスムーズ
に出来ない状況でしたが、Ｂは根気よくコミュニケーションをとりながら
ケアにあたっていました。

ある日、職員ＢがＡさんに排泄介助をしようとすると『汚れていないのに何を
するの！』と不機嫌になり、『誰か助けて！』と大きな声で叫びはじめました。

Ｂは、思わず、「うるさい！」「少し黙って！」と怒鳴ってしまいました。

Ｂは、「ひどい言葉づかいをしてしまった」「こんなに頑張っているのに
どうしてわかってもらえないの？」「きつい思いばかりでもう嫌だ」など
様々な思いが交差しました。

Ｂは、１週間後、退職願いを提出しました。



１. 介護職Ｂさんは、どうすればよかったですか？

自分だから拒否されているとは思いこまない

自分の感情を共有してくれる人をみつける

他のスタッフと協働してケアにあたる

抱え込みがストレスを増すことに繋がる

あなただったらどうしますか？

不適切なケア 虐待へと発展



あなただったらどうしますか？

２. チーム・組織としてどのような対応を考えれば よい
でしょうか？

個人の問題や課題をチーム・組織の問題・課題とし
て捉える

チーム・組織としてケアにあたる体制を整える

チーム・組織としてストレスケアに取り組む

ストレスマネジメントが必要



ストレスマネジメント

日々のストレスが
不適切なケア・虐待に

つながる可能性もある

出典 「介護現場のためのストレスマネジメント支援テキスト～高齢者虐待・不適切ケアの防止に向けて～」 社会福祉
法人 東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター 一部改変



介護の仕事をする上でのストレッサー

１ 利用者に対して

・上手くコミュニケーションがとれない

・過大な要求をされる

・過大な要求をされる
・ 仕事ぶりや態度に対する不本意なクレーム

３ 上司・同僚に対して

・いじめ、不公平な対応がある

２ 利用者の家族に対して

・不快になるような言動をされる

・不安や悩みを相談できる人がいない

・仕事を正当に評価してくれない



４ 事業所に対して

・長時間勤務、業務量の多さ
・金銭的報酬が見合わない

・将来の自分の仕事内容や地位が不明確のまま

５ 自分自身に対して

・仕事に自信がもてない
・利用者さんの役に立てていない気がする
・仕事上の自分の役割がよくわからない

★ プライベートなストレスが仕事に影響する事もある

介護の仕事をする上でのストレッサー



気づき・アクシデント

内容： S・S 様 9月22日（金） PM8:39

居室で音がしたため訪室。ドアの手前で両膝をつかれたSS様がおり、

状態を確認すると左膝に擦過傷あり。

BP：116/56    P：60  KT:35.9℃

内容：Y・M 様 8月8日（火） PM12：30

昼食を下膳される際、突然振り向かれたためにバランスを崩される。

職員が2名で支えた為転倒には至らず。

内容：M・K 様 9月29日（金） AM5：28

起床後トイレ同行時にふらつきあり。職員見守りあり転倒には至らず。



グループホームつながり
☎ 055-970-2938


